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京都の知恩院には５幅ほどの高麗・朝鮮仏画がある。豊臣秀吉による朝
鮮侵略のさいに薩摩の島津氏によってもたらされ，明治になって知恩院に
奉納されたものだと推測される。その中の「観世音菩薩32応身図」はもと
全羅南道霊岩郡の道岬寺にあったものであり，昨年，韓国では絵画の模写
修復の第一人者である金帆洙画伯の手によって復元模写されて，道岬寺に
奉献された。その伝来の経緯について云々し，日韓の両国の間で所有の権
利を改めて問題にすれば，収拾がつかなくなるであろう。一方が略奪した
ものは返還すべきだといえば，もう一方は，400年の月日は時効を成立さ
せていて，むしろ，保存してきた労苦を多とすべきだというであろう。前
者の方に理がありそうだが，いずれにしろ，立派に復元されて「里帰り」
したことは，まずは慶賀すべきことである。
金帆洙氏による復元模写の過程で，私は「観世音菩薩32応身図」の調査
に立ち合わせていただいたのだが，幽邃の山水を背景して美しく柔和な観
世音菩薩が苦界の衆生に救いの手を差し伸べる，朝鮮仏画のまさしく逸品
というにふさわしいものであった。しかも，そんな折しも，美術史学会で
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道岬寺 観世音菩薩32応身図
(金帆洙氏による知恩院蔵 ｢観世音菩薩32応身図｣ の模写)
はきわめて権威があるらしい2005年度の「国華賞」が，姜素妍氏の「朝鮮
前期の観音菩薩の様式的変容とその応身妙法の図像」(『仏教芸術』276号
2004年９月）に与えられた。まさに知恩院蔵の「観世音菩薩32応身図」の
様式を朝鮮の仏画の歴史の中に位置づけ考察した論文である。さらには，
現在，韓国の歴史ドラマ『チャングムの誓い』が日本でも放送されて評判
になっているが，あくまでもフィクションであるとはいえ，このドラマと
も「観世音菩薩32応身図」は無縁ではないように思われる。姜素妍氏の美
術史における優れた業績を参考にしながら,『朝鮮実録』その他の資料を
読み返して，この「観世音菩薩32応身図」について思いついたことを述べ
てみたい。
.「当麻曼荼羅」―息子を殺した母親の呵責
実は，私は以前，奈良県の南，二上山の麓の当麻寺の本尊である「当麻
曼荼羅」について論文を書いたことがある (『かぐや姫の光と影』 人文書
院 1991年)。一般に「曼荼羅」と呼びならわされているものの，それは正
式には「観無量寿経変相図」というべきものであって，浄土三部経のうち
の一つ『観無量寿経』の内容を絵画化したものである。言い伝えでは，奈
良時代，藤原豊成の娘の中将姫が平城京の屋敷を抜け出してこの当麻の地
に至り，夢に阿弥陀仏が示現して，その教えのままに蓮の葉から糸を紡い
で作ったものだという。もちろん，それは伝承に過ぎず，中国からの輸入
品である可能性が強い。おそらくは，即天武后が作らせたものが日本に伝
わり，当麻寺に奉安されて，人々に崇拝されることになったものであろう。
中世には，この「当麻曼荼羅」の複製が数多く作られて，浄土宗の普及に
大きな役割を果たした。僧侶たちが「絵説き」すなわち,「当麻曼荼羅」
に描かれた内容をわかりやすく説明しながら，阿弥陀仏の極楽浄土への救
済を説いたのである。
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ところで,「当麻曼荼羅」に描かれた内容とは『観無量寿経』の内容に
他ならないが,「曼荼羅」の左縁部は『観無量寿経』の前半部，すなわち
阿闍世王にまつわる物語なのである。すなわち，
マガダ国の頻婆沙羅王と韋提希夫人のあいだには長い間子どもがいなか
った。なんとかして子どもがほしいと思って，占ってもらったところ，占
い師は，山の中に行者がいて，その行者が死にさえすれば，王夫妻の子ど
もとして生まれ変わるであろう，という。しかし，その行者が死ぬのは三
年後のことだという。頻婆沙羅王と韋提希夫人は待ちきれなくなって，そ
の行者を殺してしまう。果たして，韋提希夫人は妊娠した。王夫妻はふた
たび占い師に占ってもらったところ，そのお腹の子どもは将来きっと父母
に危害を加えるであろうという。それを恐れた王夫妻は，まさに臨月に当
たって，塔に登って赤ん坊を下に産み落として殺そうとした。子どもは指
を折っただけで，生き残って,「未生怨」と名づけられた・・・
「輪廻」を信じるインドのことだから，このような人間性を深くうがっ
た物語が生れることになるのであろう。子どもは生れる前にあらかじめ父
母によって殺されている。子どもとは「未生怨」なのであって，生れる前
からすでに父母に対して怨みを抱いているものなのである。人間性の本質
を仏教は見据えているというしかない。現代日本において行き詰っている
かに見える家族のあり方を考える上で，阿闍世王の物語は貴重な示唆を与
えてくれるし，フロイドのエディプス・コンプレックス以上に，おそらく
東洋の家族関係を解く鍵になるのではないかと思われる。
以上が「当麻曼荼羅」の物語の前史であり,「曼荼羅」の左縁には成人
後の阿闍世と両親との葛藤が描かれていることになる。
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釈迦の従兄弟でライバルでもある提婆達多は，なにも知らなかった阿闍
世に，彼の出生の秘密を教える。怒った阿闍世は父親の頻婆沙羅を牢獄に
幽閉してしまう。しばらくすれば，父王は餓死してしまうはずであったが，
なお生きている。不思議に思って，阿闍世が番人に聞くと，韋提希夫人が
バターと小麦粉を練って身体に塗りつけ，首飾りのカップに葡萄酒を盛っ
て頻婆沙羅に与えているのだという。王妃のことだから，だれもこれを止
めることはできかねているのだ，と。父王も悪人だが，母も悪人だと，阿
闍世王はさらに激怒して，母親をも幽閉して殺そうとする。自分が腹を痛
めた子にまで殺されようとする，そのような不条理な世界の苦しみから逃
れたい―そう考えた韋提希夫人は釈迦に祈って，阿弥陀仏の極楽浄土への
往生の仕方を教わることになる。
日本の浄土教は悪人の救済を考えた。親鸞はこの阿闍世王の救済につい
て執拗に考え，その延長上に「悪人正機」の説も生れるのだが，そうした
教説はしばらく置き,「当麻曼荼羅」を歴史的な文脈の中において考える
ことも無意味ではないと思われる。当麻寺の背後には二上山が聳えている。
大和盆地からは西に位置し，雄岳と雌岳の間に夕日が沈む様子は美しい｡
「日想観」すなわち，西に沈む神々しい太陽の様子を観想することによっ
て極楽浄土に生れることを進める，その舞台として，当麻寺はまさに恰好
の場所に位置しているのだが，その二上山の頂には墓があって，大津皇子
が葬られているのである。大津皇子は七世紀の終わりの人，天武天皇と大
田皇女の間に生れて，父・天武天皇の死後，天皇となるべき第一人者であ
ったのが，継母の菟野皇女（持統天皇）は自分の生んだ草壁皇子を擁立す
るために，この大津皇子を謀反の罪で殺したのである。継母とはいえ，母
親が息子を殺したことになる。しかし，草壁皇子は病弱で即位せずに死に，
菟野皇女はみずからが天皇となるが，母と息子の葛藤はまさしく『観無量
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寿経』前半の阿闍世王の物語のテーマである。大津皇子を葬った二上山の
麓の当麻寺に阿闍世王の物語を描いた『観無量寿経変相図』が本尊として
祭られているのは，決して偶然ではなく，意味あることなのである。謀反
者として殺された大津皇子の癒されない霊魂の鎮魂もさることながら，さ
らには大津皇子を葬った側のアポロギア，弁明だと解されよう。なぜ，謀
反者として殺されなければならなかったか，それは阿闍世王のように，父
に対して，母に対して歯向かったからなのだ，と。
この「当麻曼荼羅」は日本で作られたものではないのかもしれない。日
本でこの継母による息子の殺害があったとほぼ同じ時期，やはり中国で息
子たちを虐殺した母皇帝が存在した。そう，則天武后である。この則天武
后は，中国歴史上，唯一の女帝として傑物であったのは確かだが,「牝鶏，
刻ヲ告グレバ，国危ウシ」という儒教的な価値観の中で，その事績は正当
に評価されてはいない。ただ，みずからが皇帝となるために，息子たちを
排斥し，殺害することをも厭わなかったのは事実である。しかし，そうし
た強権を振るえば振るうほど，魂の揺れも大きいらしく，その則天武后に
も死んだ息子たちへの鎮魂，息子たちを殺害したことに対しての弁明が必
要であったと思われる。息子たちよ，私はお前たちを殺したくはなかった，
しかし阿闍世王のように謀反を企てたお前たちをそのまま放っておくわけ
にはいかなかった。今は恨みを沈めて安らかに眠ってほしいという祈願が
込められたのであろう。則天武后が『観無量寿経変相図』を四百舗作らせ
たというのだが，当麻寺のものはその一舗が日本に渡ってきたものである
と考えられる。
さて，朝鮮朝にも，日本の菟野皇女（持統天皇）や中国の則天武后と同
じように女傑ぶりを発揮した后がいる。王にこそならなかったものの，幼
少の息子の明宗を補佐して政治を行い，絶対的な権力を行使した。朝鮮史
ではその政治を「垂簾聴政」と呼んでいるのだが，文字どおり簾の後ろに
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いて政治を動かした，その后の名前を文定王后という。この文定王后は，
持統天皇や則天武后が息子たちを殺したように，義理の息子の仁宗を殺害
しなかったのだろうか。実は，日本でも放映されて評判になっているテレ
ビ・ドラマの『チャングムの誓い』には，多くはフィクションだと考えら
れるものの，文定王后が医女チャングムに対して東宮（仁宗）の毒殺を要
請する場面がある。まさかドラマのヒロインに毒殺を実行させるわけにも
いかず，チャングムは陰謀に加担することを拒否して宮廷を出ることにな
るのだが，実際の歴史ではだれか手を下した人物がいたのではないか。
.「観世音菩薩32応身図」
「当麻曼荼羅」のように,「観世音菩薩32応身図」も，歴史的な文脈の
中にその作品を置いてみることにより，それに関係した人間たちの喜怒哀
楽が投影され，その作品の意味はさらに深化することになるのではあるま
いか。しかし，結論を急ぐまい。文定王后は「観世音菩薩32応身図」の製
作者側にいるわけではない。製作者は仁宗妃の朴氏であって，同じく鎮魂
の役目を果たすとしても，その制作にいたる事情はおのずから異なってい
る。知恩院蔵の「観世音菩薩32応身図」には次のような銘文がある。
嘉靖二十九年庚戌四月既晦，我恭懿王大妃，伏シテ，仁宗榮靖大王ノ浄
域ニ仙駕・転生サレンタメニ，恭シク良工ヲ募リ，観世音菩薩三十二応幀
一面ヲ綵画セシメ，月出山道岬寺之金堂ニ送リテ安ゼシメ，永ク香火ノ禮
ヲ奉ル。
嘉靖というのは宗主国である明の世宗代の年号であり，その29年庚戌と
いうのは西暦1550年のことになる。既晦というのは朔日のことらしく，恭
懿王大妃（仁聖王后）が，1545年に亡くなった夫の仁宗の供養のために，
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５年後の４月にこの「観世音菩薩32応身図」を制作したことになる。そし
て，その画家は,「臣李自実，手ヲ沐シ，香ヲ焚キテ敬ヒテ画ク」とあっ
て，李自実という人であったことになる。
観音菩薩を図画化したものとしては，他に『華厳経』入法界品による，
たとえば「水月観音」などもあるが，この知恩院蔵「観世音菩薩32応身図」
は『法華経』観世音普門品の内容をそのまま図像化したものである。そこ
には，経文も書かれ，それに対応する絵が描かれている。まず「応身」に
ついては，日本では普通は33と数える｡「西国33ヵ所」の観音霊場がある
所以であるが，なぜか韓国の数え方では32となって,「32応身図」と称す
るわけだが，しかし，その32のすべてが絵に描きこまれているわけではな
い。描きこまれているものを列挙すれば，次のようになる。
 ｢佛身得度者」  ｢辟支佛身得度者」  ｢聲聞身得度者」 
「梵王身得度者」  ｢帝釋身得度者」  ｢自在天身得度者」  ｢大
自在天身得度者」  ｢天大将軍得度者」 	 ｢毘沙門身得度者」 

「小門身得度者」  ｢長者身得度者」  ｢居士身得度者」  ｢宰官
身得度者」  ｢婆羅門身得度者」  ｢婆羅門身得度者」  ｢比丘尼
身得度者」  ｢婦女身得度者」 ～ ｢童男・童女得度者」 ～
「天・龍・夜叉・乾闥婆・阿修羅・迦樓羅・緊那羅・摩ゴ羅伽・人・非人
等身得度者」  ｢執金剛身得度者」
「婆羅門身得度者」は重複しているし,『法華経』観音品では,「婦人身」
は「長者」｢居士」｢宰官」｢婆羅門」のそれぞれに別に置いている｡「優婆
塞」｢優婆夷」以外は,『法華経』で解かれるすべての応身は尽くされてい
るようにも思われる。
いわゆる「七難三毒」の中で,「応身図」に書かれているものを挙げる
と，次のようになる。
 大水ノタメニ漂ワサレンン，其ノ名号ヲ称エバ，即チ浅キ處ヲ得ン。
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 黒風其ノ船舫ヲ吹クモ，羅刹ノ難ヲ脱セン。
 當ニ害セラルルニ臨ムモ，刀杖段々ニ壊ル。
 夜叉・羅刹，悪眼ヲモッテ之ヲ視ルコト能ハズ。
 淫欲多カランニ，観音ヲ恭敬セバ，便チ欲ヲ離ルルコトヲ得ン。
 瞋恚多カラン者，観世ヲ恭敬セバ，瞋ヲ離ルルコトヲ得ン。
 女人男ヲ求ムルニ男ヲ得，人有リテ女ヲ求ムルニ女ヲ得ン。
さまざまな苦難も，観世音を称えることによって，免れることができる
というわけであるが，乙巳士禍の過酷な状況がまだまだ持続していること
を考えるとき，この苦難の一つ一つは深い意味合いを持ってくるといわざ
るを得ない。たとえば，済州島に流される船が漂流し，沈没するようなこ
とがあっても，観世音のおかげで救われることになろう。また，刑場で斬
首になる間際においてでも，その首切り役人の刀がぼろぼろになって役に
立たなくなってしまうであろうし，そして，夜叉や羅刹のような獄卒であ
っても，観世音によってその残酷な心を失ってしまうであろう｡『法華経』
にあって，絵に描かれていない三つを挙げてみると，
◎若シコノ観世音菩薩ノ名ヲ持ツモノ有ラバ，設ヒ大火ニ入ルトモ，火モ
焼クコト能ハズ。
◎械・枷鎖ニソノ身ヲ検メガレンニ，観世音菩薩ノ名ヲ称ヘバ，皆悉
ク断壊シテ即チ解脱ルルコトヲ得ン。
◎若シ三千大千国土ニ，中ニ満ツル怨賊アランニ，一ノ商主有リテ，諸ノ
商人ヲ将イテ重宝ヲ齎持シテ険シキ路ヲ経過セバ，ソノ中ニ一人，コノ
唱言ヲ作サン・・・即チ解脱ルルコトヲ得ン。
これらも当時の状況の中において考えてみれば，それぞれに無意味なも
のではないであろうが,『法華経』をさらに先に読み進めると，無尽意菩
薩の問に対して，釈迦は偈をもって答える。その偈からは，次のような文
が「応身図」には取られている。
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 大キナル火坑ニ推シ落サンモ，火坑ハ変ジテ池ト成ラン。
 巨海ニ漂流シテ，龍・魚・諸ノ鬼ノ難ニ遭ハンニ，波浪モ没スルコ
ト能ハズ。
 或ハ須弥ノ峯ニ在リテ人ノタメニ推シ堕サレンニ，日ノ如クニシテ
虚空ニ住ラン。
 悪人ニ追ハレテ金剛山ヨリ堕落センニ，一毛ヲモ損ズルコト能ハズ。
 怨賊ノ遶ミテ各刀ヲ執リテ害ヲ加フルニ値ハンニ，咸ク即チニ慈ノ
心ヲ起サン。
 王ノ難苦ニ遭ヒ刑ニ臨ミテ寿終ラントセンニ，刀尋ニ段々ニ壊ナン。
 枷・鎖ニ囚ヘ禁メラレ，手足ニ械ヲ被ムランニ，釈然テ解脱ルル
コトヲ得ン。
 呪詛ト諸ノ毒薬ニ身ヲ害ハレントスル者ハ，還リテ本ノ人ニ著キナ
ン。
	 悪シキ羅刹，毒龍・諸ノ鬼等ニ遇ハン時ニ，悉ク敢エテ害ハザラン。

 悪獣ノ囲遶シテ利キ牙爪ノ怖ルベキニ，疾走シテ邊無キ方ニ走ラン。
 曇リテ雷鼓リ，掣電キ，雹ヲ降ラシ，大雨ヲンニ，応時消散スル
ヲ得ン。
 軍陣ノ中ニ怖畏センニ，衆ノ怨ハ悉ク退散セン。
まず，火の穴に入れられても，観世音の名号をさえ称えたなら，その火
の穴は池に変ってしまうというのであるが，以下，観世音の名号をさえ称
えたなら，大海原に漂流しようとも，龍に食べられることも，海に沈むこ
ともない。須弥山や金剛山から落とされて落ちようとも，虚空に留まって，
墜落して死ぬようなことはない。刀で切り殺そうとして盗賊たちが周りを
囲んでも，盗賊たちの心に慈悲の思いが芽生えて，殺すことはできなくな
るだろう。そして，次のについては,『法華経』を読むと,「遭王難苦」
とあって,「王難｣，王から受ける災難の苦しみに遭遇して，と解釈するの
国際文化論集 №34
― ―54
が普通だが,「応身図」では「王遭難苦」とあり，忠実に解釈すれば，王
が難の苦しみに遭遇して，とも解釈されよう。そんなときでも，害そうと
する刀は役立たずになってしまう。1550年の状況を考えると，経文の改変
にも大きな意味があるのかもしれない｡「士禍」とは文字どおり，文士た
ちが禍に遭遇したことをいうが，牢獄に繋がれ，首枷・足枷をはめられて
苦しんでいる人々が大勢いたであろう。しかし，その苦しみから免れ，牢
獄から脱出することができる。そして，次には，注目せざるを得ない文が
書かれているのである。呪詛あるいは毒薬によって，身を損なわれようと
していても，観世音菩薩の力で，その呪詛と毒薬はそれを行おうとした者
の方に効き目を発揮するというのである。あるいは，悪い羅刹や毒龍や鬼
などに襲われても，それらによって損なわれることはないし，猛獣に囲ま
れても，その鋭い牙や爪の犠牲になることを免れるだろう。あるいは，襲
いかかろうとした毒蛇や蠍なども引き返していくし，雷が鳴って稲妻が光
り，雹が降り，大雨になったところで，たちまちに晴れわたるし，戦争に
おいて敵に囲まれても，それらの敵が退散してしまうであろう。
観世音菩薩のご利益はまことに絶大であって，現実の世界で苦難をなめ
て生活している人々の信仰を集めたのも当然だったと思われるが，1545年
の乙巳士禍前後の状況において「応身図」を見ると，複雑な意味合いを帯
びた作品に思われてくるのは，いたし方のないところであろう。仁宗の死
を悼む以上の意味合いが一幅の絵に込められているように思われる。足枷，
首枷につながれ，夜叉や羅刹のような獄卒にさいなまれて，刀刃の露にな
った人々がいる。そして，宮廷では呪詛が行きかい，毒殺も実行されたの
ではなかったか。仁宗の死そのものもはたして自然死だったのだろうか。
その死は仕組まれたものではなかったか，そうした疑いが起こる。後の宮
廷の混乱からいえば，その嫌疑は当然であろう。仁宗は病弱だったことに
なっているが，三十一歳の若さで死んだのである｡『仁宗実録』を紐解い
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て，この王の死にいたる日々をたどってみることにしよう。
.『朝鮮実録』に見る仁宗の死
まず『仁宗実録』の冒頭は仁宗の人となりを次のように言う。
王ノ諱ハ。中宗大王ノ長子ニシテ，母妃ハ章敬王后尹氏。生ルルヤ岐巍
トシテ，三歳ニシテ能ク書ノ義ヲ解シ，六歳ニシテ封ゼラレテ世子トナル。
性況静カニシテ寡欲。仁恭ニシテ孝友。学問ニ勧ミテ，踐履シテ篤実東宮
ニ在ルコト二十五年，賢徳著聞，其レ，嗣服ニ及ビテ，中外ノ想望ハ治ニ
至ル。而シテ喪ヲ執ルニ，哀シミ過ギタリ。遽カニ不諱ニ至ル。且ツ嗣子
ナシ。惜シイ哉。在位一年。寿三十一。
仁宗は中宗の長子で，母親は章敬王后尹氏であり，六歳には世子となり，
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二十五年の間その地位に留まった。父王の中宗は1507年，暴虐無尽であっ
た燕山君を倒したクーデタによって即位した，比較的に英邁な王であった
とされるが，策謀渦巻く宮廷の中でバランス感覚に長けていたのだといっ
てよい。しかし，それでも己卯士禍の勃発を防ぐことはできなかった。ち
なみに，テレビ・ドラマの『チャングムの誓い』に登場し，ヒロインのチ
ャングムにからむのは，この中宗である。1544年，その中宗の薨去にとも
なって仁宗は即位したものの，在位は一年に満たずに，1545年に薨去した
ことになる｡「薨伝」はおおむね褒め詞で終始する。寡欲であり，仁愛に
とみ，親孝行でもあった。学問好きでもあり，きっと賢君になることと期
待されたが，孝心のあまり喪に服して哀しみ過ぎ，生命を縮めてしまった。
在位期間があまりに短くて，評価の対象になる政治的業績は何もないよう
に思われるが，彼の最も重要な政治的な任務といえば，先代の王である父
・中宗への服喪であって，その記事が綿々と続くが，日本人として面白く
思われるのは，次のような記事である。
五月丁丑（16日） 対馬島主，使ヲ遣シテ土宜ヲ来献ス
これは代替わりにともなっての挨拶に訪朝したものであったろうか。だ
が，対馬からの使節など，朝鮮王朝にとってはさほど重要な意味をもって
はいない。重要なのはやはり中国からの使節である。４月28日から来てい
た中国からの使節は鄭重の上にも鄭重にもてなされた。中宗にとっては服
喪とともに，あるいはそれ以上に特別に骨の折れる職務であったにちがい
ない。中国の使節が宿泊している慕華館に行ったり，太平館に行ったり，
接待を繰り返したが，それもつつがなく終りに近づこうとする。
六月壬辰朔 上，太平館ニ幸ス。親ラ上馬ノ宴ヲ行フ。
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太平館に宿泊していた中国人たちの接待も最終局面となり,「上馬ノ宴」
を行った。仁宗はそれにみずから出向いている。この時点で特に身体の加
減が悪いとは書かれてはいない。
癸巳（２日)，上，慕華館ニ幸ス。親ラ餞ノ宴ヲ行フ。
いよいよ，中国の使節たちが帰る。接待において不祥事は起こらず，宮
廷を挙げての応接に中国人たちも満足したようである。王は最後の「餞ノ
宴」のために出かけている。
ところが，翌々日には，王は発病した。
乙未（４日)，薬房提調等問案シテ，啓シテ曰ク,「薬房ニ因ッテ聞クニ，
上体未寧，極メテ悶慮ト為ス」ト。答ヘテ曰ク,「予，少シク暑証有ルノ
ミ。問案スルコトナカレ」ト。
「上体未寧」とある。一日の間にいったいなにが起こったのか，薬房提
調が心配してお尋ねするが，何，熱が出ただけだと，王は答える。大げさ
に見舞いになんか来るな，と。まだまだ余裕があって，これが死に至る病
とは感じられない。
丙申（５日)，領議政・尹仁鏡，左議政・柳灌，賓庁ニ詣デテ問案ス。答
エテ曰ク,「暫ク暑証有テ然ルノミ。況ヤ，夜寝ハ又安シ。今則チ歇マン。
問案スルコトナカレ」ト。
翌日，王の容態が心配になった大臣たちが見舞いにやって来る。尹仁鏡
と柳灌。熱が出ただけで，夜もちゃんと眠っている。しばらくすれば，治
るだろう。大仰に騒ぐなと，王はいう。
丁酉（６日)，薬房提調等問安ス。答テ曰ク,「気候今則チ歇マン。問安ス
国際文化論集 №34
― ―58
ルコト勿レ。此ノ如キ暑熱ニ来リテ問フ，反ッテ未安ナリ」ト。
薬房提調が加減を尋ねると，王は答える。すぐに良くなるだろう，いち
いち見舞いになど来るな，この程度でお前たちが大騒ぎするのが，わたし
にはかえってわずらわしく思われる。
そうして，特に病状に言及がないままに十日ほどが経過する。回復する
よりも徐々に病魔は仁宗の身体を蝕んでいったのだろうか。しかし，病状
が思わしくなくても，宗廟の勤めを怠るわけには行かない。朝鮮王として
の初年度は前王の喪が重大な政治的課題なのであろう。
戊申（17日)，三公啓シテ曰ク,「明日，景思殿ノ昼ノ茶礼ノ後，大妃殿ニ
問安ノ事，伝教有リ。但シ，上体，時ニ未ダ永寧ナラズ。而シテ日気ハナ
ハダ炎熱，暑労ニシテ此時ニ動ク。則チ将ニ重証ノ或ハ発センコトヲ恐ル。
請フ，之ヲ停メヨ」ト。答エテ曰ク,「予ノ気候，今則チ大イニ歇マン。
酷暑ニ当リテ安座スベカラズト雖モ，久ク祭礼ヲ廃ス。近ク因リテ詔使ヲ
待ツニ，又，病患有リ。久シク子ノ職ヲ闕，予其レヲ愴ム」ト。
三人の大臣がそろって王様に啓上した。明日は亡くなった前王・中宗の
ために，景思殿で茶礼を行うことになっていて，その茶礼の後，大妃殿，
つまり王にとっては継母である文定王后のもとに伺うというお話だが，ま
だお加減がよろしくない上に，明日はことのほか暑そうである。そんな中
でお動きになって，さらにお体を悪くしては大変である。だから，文定王
后へのご機嫌伺いなど，おとりやめください，と。それに対して，仁宗は
答える。私の病状もやがて回復するであろう。この暑さで正座するのは疲
れるが，しばらくの間，前王への喪の礼を廃していたし，中国の使節の応
対にも追われて，その後，病気になってしまった。子としての勤めを怠っ
て，そのことが悲しい。
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己酉（18日)，上，景思殿ニ詣デ，昼ノ茶礼ヲ行フ。慈殿ニ問安ス。慈殿，
酒ヲ饋ル。隋駕スルモノ，侍従・諸将。又，侍従ニ賜ルニ，胡椒ト素嚢子
ヲ盛ル。
王はやはり暑さを押して景思殿において茶礼を行い，その後，文定王后
のもとに伺った。王后は酒を出したというのだが，そのニュアンスがよく
わからない。随駕するもの，侍従・諸将とわざわざ断るのも，意味ありげ
であり,「侍従ニ賜ルニ」とあるのは，侍従を通して仁宗にということな
のだろうが，なぜ「胡椒・素嚢子」なのかも，詮索しだせば，さまざまに
憶測が可能となってくる。いずれにしろ，無理をしてはいけない体調であ
ったが，孝行の誠は尽くした。
癸丑（22日)，薬房提調，問安ス。仍テ啓シテ曰ク,「伏シテ聞ク,『昨日，
上命ニ自リ，薬房，剤薬ヲ入ル』ト。驚惶ニ耐エズ。今早メテ闕ニ詣デテ，
朴世挙ヲ招ビテ問フニ，則曰ク,『上体極メテ痩弱，天顔多ク萎黄ノ色ア
リ。甚シキコト莫キカト憂慮ス』ト。今則チ如何ト不審ナレバ，請ヒテ御
医等ヲシテ共ニ入リテ之ヲ診セシメム」ト。答ヘテ曰ク,「近日，予ノ気
候，平カナルニ似タリ。但シ，進食暫ク常ノゴトカラズ。故ニ昨朝，朴世
挙ヲシテ入リテ診セシム。則チ又傷ナシト曰ク。須ク諸医ヲ煩セ，共ニ診
セシムルコトナカレ」ト。
薬房提調がやってきて申し上げた。聞くところによると，昨日，王命に
よって，薬房から薬を差し上げたとか。驚いて，今朝，参内するや，朴世
挙に尋ねましたところ，王様のお身体はやせ衰え，顔色も黄味を帯びてひ
どくお悪いので，困ったことにならないかと心配しているとのことでした。
私どももどのようなご症状かと心配ですので，他の医者に診断させようと
連れて参りました。すると，王様はおっしゃった。最近はだいぶ加減もい
いようだ。ただ，食が思うように進まない。そこで，昨日の朝，朴世挙に
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診断させたのだが，異常はないといった。他の医者を煩わせて診せるまで
のことはない。
丙辰（25日)，上，不豫。政院，問安シ，仍ッテ啓シテ曰ク,「今，朴世挙
ニ問フニ，則チ上体?弱，初喪ニ倍スト云フ。臣等悶慮ニ勝ヘズ。上ノ春
秋方ニ盛リニシテ，又宿疾・沈痼モ無キニ，此ノ極ミニ至ル。恐ラクハ，
或ハ権ニ従ハザルノ致スカ，尤モ悶極トナス」ト。伝エテ曰ク,「己レ権
ニ従フト雖モ，痢証連発シ，進食能ハズ・・・」ト。
「不豫」というのは病状がさらに進んだことを意味しよう。政院がやっ
てきていう。今，朴世挙に尋ねたところ，王様のお体の衰弱ぶりはいよい
よ初喪のときに倍するということで，私どもはますます憂慮の極みです。
大体，王様は年齢もお若く今が盛り，もともと持病もおありではない。な
のに，このように重篤になられた｡「権ニ従フ」とは，人々の意見や医者
の処方に従うということであろうか。別の所に「過哀」のあまりと出てく
るが，臣下や医師たちが止めたにもかかわらず，孝行のお気持ちが過ぎる
あまりに病を押して父王の喪の儀礼を行い，ご病態を悪化された。臣下と
して悲しみは極まりない。すると，王が答える。私は人々のいうとおりに
しているのだが，胃腸をこわし，食事も進まない。・・・
丁巳（26日)，上，不豫。
◎政院，問安スルニ伝ヘテ曰ク,「気候，昨日ト同ジ」ト。
◎薬房提調等・諸閤門，問安ス。答ヘテ曰ク,「気候，昨日ト同ジ。晩後，
当ニ診候セシムベシ。但シ，朴世挙連診シテ，予ノ証薬ヲ知ル。必ズ他医
ヲ煩ハセズ，朴世挙ヲシテ入リテ診セシムベシ」ト。
王の病状は回復しない。ここまで読んできて気になるのは，王は朴世挙
だけに自分の身体を診断させて，他の医者には診せようとしないことであ
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る。朴世挙への信頼が厚かったといえば，それまでだが，他の医者は信用
しなかった，あるいは身の危険まで感じたとまでいえるのかもしれない。
この日はさらに奇妙な記事がある。
◎上ノ疾篤クシテ，下人，遑遽ニ奔走ス。俄ニシテ刑曹判書・尹任，其ノ
子ノ内乗・興任ト鞍ヲ具シタル白馬ヲ牽キテ，内庭ニ入ル。
王が重篤なので，白馬三頭に鞍をつけて宮廷に入れたというのである。
医者に任せておいても回復しないので，どうやら巫覡の意見を取り入れた
ということらしい。王の病を白馬の上に乗せて駆り出すということなので
あろうか。
◎中宮，亦上ノ御ヲ避ケンコトヲ欲ス。故ニ即チ既ニ清讌楼ニ御ヲ移ス。
将ニ移ス際ニ，別ニ枕席ヲ設ケ，侍人共ニ扶侍セントス。則チ，上自ラ起
立シ，気勢漸ク蘇息スルニ似タリ。・・・
ここに「観世音32応身図」の制作主体である中宮，すなわち仁聖王后が
登場する。すでに仁宗の回復の見込みはなく，最期のときが近づいている
と思われたのであろうか，仁宗を清讌樓に移し，そのとき，中宮自身も看
病をしようと，侍者とともにご自分の床も用意させた。その心遣いが通じ
たのか，仁宗は息を吹き返されたかに見えた。ちなみに,『宮闕志』を見
ると,「清讌樓在交泰殿東 仁宗元年乙巳七月 上昇遐於樓下小寝」とあ
る。
◎夜，三更ニ至リ，別ニ他証ナシ。仁鏡等退ク時，大妃，昌慶宮ニ御ス。
もう一人の女性の主役に動きがあった。仁宗には継母にあたる文定王后
も，昌慶宮に移った。解釈は二重，三重にできて難しい。仁宗の病態が心
配でならず近くに移ったという理由がつけられるにしても，次の王となる
べき実子の慶原大君（明宗）の即位をスムーズに進めるためだとも考えら
れる。
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戊午（27日)，上疾，大漸。
◎薬房提調及ビ承旨・史官等，慶会楼南池辺ニ入リテ問安ス。答ヘテ曰ク,
「予ノ証，減ズルコトナク昨夜ト同ジ」ト。
「予ノ証，減ズルコトナク」とはいうものの,「大漸」というのは，さ
らに病状が悪化しているのをいうのであろう。
己未（28日)，上疾，大漸。
◎薬房提調・承旨・史官，暁ニ慶會楼ノ下ニ入リテ，問安ス。朴世挙出デ
テ曰ク,「去夜，熱加ルコト甚ダシカラズ。粥飲ヲ進ラスルコト，亦甚ダ
難カラズ。今日，若シ大熱ナクンバ，則チ必ズ患ナキニ似タリ」ト
死の前の小康状態ともいうべきであろう。熱も加わらず，食事もなんと
か喉を通った。これで，平熱だったら，病気などではないかのようである，
と。
庚申（29日)，上疾，大漸。
◎是早，慈殿，政院ニ伝ヘテ曰ク,「今聞ク，上証，前ニ比シテ倍重ス，
ト。事，此極ニ至ルニ，猶，在ハ遠處ニ隔ツ。尤モ未安ト為ス。止ムヲ得
ズシテ，イ恵公主ノ第ニ移リ往キテ，頻リニ安否ヲ問ハントス。速ヤカニ
諸事ニ備エン」ト。
文定王后はいう｡「王様の容態はますます悪いというではないか。この
期におよんで，母親の私はまだ遠い所に遠ざけられている。仕方がないの
で，娘婿の屋敷にいて，王様の安否を知ろうとしている。まさかの時に備
えてすべての準備をしよう」と。仁宗がまさに死のうとしているとき，母
親の動きはまことに活発である。仁宗の安否が気になって気になって仕方
がない。それは病状を心配してというより，むしろ死を待ち望んでいる状
態であり，あるいは死によって起こりうる事態への緊急の対処を考えてい
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る状態なのであろう｡『乙巳伝聞録』を読むと,「鳳城君」のところに,
「仁宗病重ク，尹仁三父子入内シテ，鳳城君ヲ以テ嗣トナサントス」とい
う文がある。大尹派と小尹派の争いで，大尹派は仁宗の死によっておのず
ともたらされる自派の失勢を手をこまねいてみていたわけではない。小尹
派としても油断はならない。慶原大君（明宗）の継承は確定したものでな
く，一晩で覆されることも可能性としてはある。17世紀はじめのことにな
るが,『癸丑日記』を読むと，宣祖の後，王位が光海君にいくか，永昌大
君にいくかは，宣祖の臨終の際のほんの一刻の駆け引きであったことがわ
かる。今，文定王后も遠い所にいては，手の打ちようがない。しかし，当
然といえば当然だが，大臣たちは文定王后の移御を阻止しようと躍起とな
り，両者の間で押し問答が繰り返されるのである。
◎仁鏡等議シテ，回啓シテ曰ク,「公主第，乃チ閭閻之間ニ在リ。決シテ
移御スベカラズ。而ルニ，慈殿，強チニ移御セントス。是ノ如キニ至ルマ
デニ，臣等シバシバ防ギテ啓ス，亦惶恐スル所，已ムコトナシ。則チ請フ，
直ニ承政院ニ移御サレンコトヲ。・・・・大妃，近キニ移ラントサルルヲ，
固ク請フテ之ヲ止メンハ未安ニ似タリ。公主ノ家，閭閻ノ間ト雖モ，常ノ
如キ時ニ非ズ，猶，政院ニ如カザルカ。若シ政院ニ御セバ，則チ進薬・医
員及ビ尹任ノ入侍，自由ヲ得ズ。・・・・大妃，閭閻ノ間ニ處ス，則チ後
ニ必ズ例ト成ラン。甚ダ未安。
大臣たちはさまざまに議論する。公主の屋敷ははなはだ近く，決して文
定大妃はお移りになってはならない。ところが，大妃は強いてお移りにな
ろうとしている。たいへん困ったことだ。それで，承政院にお移りになる
ようお願いしよう・・・しかし，大妃の近くに移りたいという希望を阻止
するのは失礼であろう。公主の屋敷は近くにあるといっても，いつもと違
った非常時である。やはり，承政院の方がよくはないか。しかし，承政院
にいらっしゃれば，医者たちや尹任の出入りが自由じゃなくなる。・・・
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息子が死のうとするときに，その母后が近くにいらっしゃるのが例になる
のは，はなはだ気がかりである。
◎申時，上ノ証，極メテ危急トナス。中宮，奈何トモスベキコトナク，指
ヲ断ジテ之ヲ進ゼントス。言，外ニ洩レ，領相尹仁鏡等，亦泣キテ数行下
ル。仍ッテ以テ，断指ノ事，此ノ証ニ益ナシ。請フテ，之ヲ止ム。俄ニシ
テ柳之蕃出デテ曰ク,「今刻，入診ス。上ノ脈，則チ尤モ細ク数ナリ。或
ハ間断多シ。極メテ悶ズベキナリ。先刻，宮中ニ哭声アリテ騒動スレバ，
以テ中宮入侍シ，上，之ト語ル。或ハ死生永訣ノ状ノゴトシ。
いよいよ最期の時が近づいた。中宮はなす術もなく，みずからの指を切
ってこれを王に捧げようとする｡「断指」の風習は日本にもあって，それ
は特に遊女が相思相愛の相手に対して誓約のあかしに行ったものだが，現
在は裏社会の人々の間に一種の体罰として伝統的に残っている。それも古
代から東アジア，少なくとも日本と朝鮮半島に共通してあった習俗なので
あろう。中宮は愛の誓約のためというよりは仁宗の病の回復のために指を
切ろうというのであろうが，それを漏れ聞いた大臣たちは涙を流したもの
の，指を切ったところで，病にはなんら効験がないといって，これを止め
る。王の脈は次第に不規則になっていく。宮中が騒ぎ出して，中宮はふた
たび仁宗の床に侍して,「死生永訣」を告げる。
◎中宮，領左相ニ伝ヘテ曰ク，上ノ証，此ノ如シ。其レ，危重ノ故ニ，請
フ，大赦ヲ行ハンコトヲ。・・・
さらに，中宮は仁宗のために大赦を行うことを発議するが，自分の病の
ためだけに国家の大事を軽々しく執り行うべきではないと，仁宗はいう。
しかし，大臣ともども是非にということになって，大赦が行われる。
◎是夜三更，上，亦気絶，而シテ亦蘇ル。
いよいよ終わりが近づいて，大臣たちが集まった。仁宗がいう｡「予ノ病
勢，加ハルコト有リテ減ズルコトナシ。終ニ必ズ起タズ。故ニ今，位ヲ慶
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原大君ニ傳ヘン」 私はもう回復することはなく，このまま死んでしま
うだろう。王位を慶原大君に譲ることにしよう。ほんとうにそう遺言があ
ったのかどうかはわからない。実録は慶原大君のもとで撰述されたのだか
ら。いずれにしろ，鳳城君を推戴しようとする尹任などの画策は実らなか
った。この仁宗の意向はすぐに大妃に伝わった。
◎初メテ伝位ノ教ヲ聞キ，領左相，即チ都承旨宋麟寿ヲシテ先ヅ大妃殿ニ
詣デテ厥ノ由ヲ具ニ告ゲシム。大妃殿曰ク,「此ノ痴児ヲ取リテ去ッテ，
将ニ何ヲ以テカ国ノ為トセンヤ。天下更ニ此ノ如キ罔極ノ事アランヤ」ト。
仍ッテ問ヒテ曰ク,「将ニ率イテ来ンハ，此ノ闕カ，彼ノ闕カ」ト。麟寿
曰ク,「遑遽ノ中，未ダ其レ所ヲ知ラズシテ来タル。今当ニ往キテ大臣ニ
議セン」ト。
王の伝位の意志を聞き，大臣たちは宋麟寿をやって大妃に報告させる。
大妃のことばの意味はわかりにくいが,「痴児」というのは，慶原大君の
ことなのであろうか。慶原大君を私の手元から連れていって王となして，
国家のためにどんないいことがあろうか。あるいは，天は仁宗を奪い去っ
て，国家のためにはなにもいいことはない。悲しみのきわみだ・・・どち
らにも受け取れるのだが，仁宗を「痴児」とは表現しないようにも思われ
る。慶原大君をそう表現しながらも，しかし，実の子が即位するのがうれ
しくないはずがない。それで，わが子を連れて来るのはこの宮殿か，あの
宮殿かと尋ねる。使いの麟寿は怱卒のことでそれを知らないし，大臣たち
とて王の臨終に頭は占められていて，早手回しに次の準備ができているわ
けではないであろう。
七月辛酉朔・卯時，上，清讌楼下ノ小寝ニテ薨ズ。
とうとう仁宗は薨去した。そうして, 慶原大君は王位につくのである｡
◎午時，大妃，昌慶宮ヨリ景福宮ニ移御。大臣ノ請ニ従フナリ。
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◎酉時，大君，光化門ヨリ大内ニ入ル。
．乙巳士禍
朝鮮史では，この時代の政争を，後期の「党争」とは区別して,「士禍」
といっている。おおまかにいえば，朝鮮王朝の創始のさいに太祖李成桂に
協力して功績のあった勲旧派と新たに科挙によって登用された儒者官僚で
ある士林派との対立であるが，四度にわたって士林派は大弾圧される。す
なわち，戊午士禍（1498)，甲子士禍（1504)，己卯士禍（1519)，そして
乙巳士禍（1545）と続くわけであるが，その最後の乙巳士禍がこの仁宗の
死をきっかけに勃発することになる。また，ちなみに日本人一般の朝鮮史
への理解不足を補うためにテレビ・ドラマの話題を取り入れることが許さ
れれば，日本でも放映されて評判になっている『チャングムの誓い』のヒ
ロインのチャングムは，歴史的事実としては『中宗実録』に一ヶ所「大長
今」の名が見えるに過ぎないものの，この四つの士禍に深いかかわりをも
ちながらも，たくましく生き抜いた女性であることになっている。武官で
あるチャングムの父親は，成宗の時代，1482年に燕山君の生母である尹氏
の毒殺にかかわり，暴虐な燕山君の即位にともなって，1496年には宮廷を
出て，同じく後宮のトラブルに巻き込まれた女性と出会う。二人の逃亡生
活の中でチャングムが生まれることになる。1504年の甲子士禍は母親であ
る尹氏の死の真実を知った燕山君の復讐が原因になっているのだが，この
ときチャングムの父親は捕われて死に，後を追うようにして母親も亡くな
っている。孤児になりながらも宮廷に入り，水刺館の女官になったチャン
グムは料理に才能を発揮するが，1519年の己卯士禍のさいには，新進士類
の頭目であった趙光祖との関係を指摘されて，済州島に流される。いや，
チャングムたちの料理がむしろ趙光祖の謀反の証拠となって，趙光祖は処
刑されることになるようである。そして最後の1545年の乙巳士禍のさいに
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は，チャングムは追放されていて宮廷にはいなかったことになっている。
陰謀渦巻く宮廷にいて，文定王后に寵愛されていれば，悪事にも手を染め
なければならない。しかし, ドラマのヒロインにけがれ役をさせるわけに
もいかない道理である。すでに仁宗が死に，文定王后が絶大な権力を振る
う明宗の代になって，チャングムは宮廷に呼び戻される。娯楽と大衆性に
重きを置いたテレビ・ドラマであるにしても，ひととおりＤＶＤを見た感
想を言えば，15世紀末から16世紀の前半の朝鮮史のポイントはしっかりと
抑えてあるように思われる。
仁宗が死んで明宗へと代が変り，外戚の交代，すなわち大尹から小尹へ
の政権の移行過程での粛清がいわゆる「乙巳士禍」なのだが，韓国人にと
っては常識に類することであっても，日本人にとってはなじみのある事変
ではない。そこで，韓国の歴史事典である李広植編『国史大事典』(三修
社）を引いてみると，次のようにある。
【乙巳士禍】1545年（明宗即位)，王室の外戚である大尹と小尹の反目に
よって起こった士林の禍獄であり，小尹が大尹を追放した事件。中宗は第
一継妃・章敬王后尹氏とのあいだに仁宗を生み，第二継妃・文定王后尹氏
とのあいだに明宗を生んだが，この二人の継妃は同じく坡平尹氏である。
章敬王后の兄に尹任がいて，文定王后の兄に尹元衡がいた。尹任と尹元衡
はともに宗氏として国舅となり，勢力を張ろうとして反目・対立し，世間
からは大尹（尹任）・小尹（尹元衡）と呼ばれた。中宗が亡くなって仁宗
が即位すると，尹任が独裁して士林の名士を多く登用して，李彦迪・柳灌
・成世昌などを政府の大官として起用するなど，一時，士林勢力は気勢を
回復した。当時，意を得ない人々は尹元衡のもとに集まって，士林に反目
して，尹任一派に対して反撃の機会をうかがっていた。しかし，仁宗が即
位八ヶ月で亡くなり，まだ十二歳にも満たない明宗が即位して，文定王后
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が垂簾聴政を行うようになると，形勢は逆転して，小尹・尹元衡一派が権
力を握るようになり，大尹・尹任一派を排除するようになった。すなわち，
礼曹参議であった尹元衡は自派の勢力を挽回しようと，平素から大尹に含
む所のあった知中枢府事・鄭順明，兵曹判書・李，戸曹判書・林百齢，
工曹判書・許磁などの腹心たちといっしょに罪をでっちあげ，また一方で
は，自分の妾の蘭貞に文定王后と明宗を煽動させて，刑曹判書・尹任およ
びその一派の吏曹判書・尹仁叔，領議政・柳灌などを反逆陰謀罪で問責し，
帰郷させて殺し，桂林君もこの陰謀にかかわったとして殺し，前注書・李
徳応（尹任の娘婿）を脅迫して，その誣告によって，修撰・李輝，副提学
・羅淑，参奉の羅・鄭希登・朴光佑，司諌の郭，正郎の李中悦・李文
などを殺した。その後，誣告した李徳応も罰された。以上が乙巳の年に
起こった禍獄であるが，この余波はその後の五六年の間も続き，尹任など
を尊敬したなどというさまざまな罪状で流罪になりまた死罪になったもの
の数は百にも達した。燕山君以来の大規模な獄事はこの士禍で最後となっ
た。これによって，母后および外戚が政権を専横する道を開いたことにな
る。また士禍によって生れた党派の分派は次の時代の党争の素因となった。
1545年から五，六年はその余波が収まらなかったというから，乙巳士禍
は大規模な粛清であったことがわかる。実は最近，私は1623年に死んだ柳
夢寅という人が著した『於干野譚』という書物を翻訳刊行したが，その中
にこの士禍にかかわるいくつかのエピソードがある。たとえば，梅山編訳
『於干野譚』 (作品社 以下同) 41話は，尹任にかかわるエピソードであ
る。
尹任は王家の外戚である。はなはだ富貴で栄えていたが，ことに花々を
愛でた。花を植える人と親しんで，一人の婢を特に選んで彼に与えて世話
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をさせた。
後に，任は失脚した。その家のある者は事件に連座して殺され，ある者
はまた庶人に落とされた。任の末子である興忠はまだ幼かったから，連座
することを免れることができた。しばらくして，一家の冤罪が晴れて，興
忠も官職を得ることができた。
かつての婢は花を植える人のもとで働いていたが，事件を経て，今は三
十名の子孫をもっていた。それがみなでともどもやって来て，興忠にかつ
ての主家でふたたび働きたいのだという。花を植える人がいった。
「尹任殿の在世のおり，私が草花をよく育てることができるのを徳とさ
れ，この婢をくださった。宰相の家からしがない人間の家にやって来て，
四，五十年が経ってしまいました。それでも今なお，その恩徳は深大です。
事変の後で，譲渡券は失ってしまいましたから，この者がまたもとの主人
のところで働きたいというのを，どうして私が止めることができましょう
か。この者の気のすむようにさせようと思うのです」
こうして，三十余人を連れて興忠のところにやって来たわけだが，興忠
は困り果てて，これをことわった。
「私の父上は栄華を極められて，草花を愛し，あなたに婢を与えられた
わけだが，その子や孫というのは，あなたのものというべきでしょう。事
変のごたごたで譲渡券が失われたからといって，父上の御意志に逆らって，
あなたの婢を奪おうなどと，どうして考えましょうか」
両家の間で譲り合って，なかなか埒が開かなかったが，最後には三十余
人は草花を世話する人のもとに帰した。
おおよそ，その本を忘れることなく，昔の主人を訪ねるのは忠というべ
きであり，また自ら足ることを知って，自己の所有権を放棄するのは清廉
というべきであり，また自分の利益を棄てて父親の遺志に従おうというの
は孝行というべきである。
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世間の人々は利益だけを考えて，槍や刀を振り回して争って，人を殺す
ことも厭わない。骨肉といえども，まるで仇敵のようである。この一つの
逸話は忠・廉・孝の三つの善を語っている。そこで，当世の人々に警鐘を
鳴らして，後に伝えようとしたのである。草花を植える人というのは，実
は洪麟瑞である。
槍や刀を振り回して，人を殺すことも厭わない政争の中でも失われない
ものがある。厳しい身分制社会のもとでそれぞれの分に応じた朝鮮人のエ
トスといってよいものがここでは描かれている。ここではこの佳話を味わ
う意図はなく，尹任の一族は末子の興忠を除いてすべてが粛清されたこと
を銘記しておきたい。いや,「一族」ではなく，罪がおよぶのは「三族」
なのである。そして，四，五十年経って，ようやく名誉回復がなされ，そ
のときまでは興忠は浮かび上がれなかったのである。
さらに，199話は次のように始まる。
嘉靖の乙巳の年に，国家に無辜の訴訟事があって，市中に捨てられた死
体が多く，町の男女はこわがり，胸をおののかせた。普段，真っ暗な夜に
誰もいない家に一人で留まることも恐怖した。僉知の李艤の家の醤と塩と
を貯蔵している蔵から，夜中，声が聞こえる。あたかも甕や壺が泣いてい
るかのようで，陰々滅々と聞こえてくる。中を覗いてみると，全体は白く，
尾と胴体は短くて，尖った先が数尺程度のものがくるくると行ったり来た
りしながら，泣いている。
その怪物の正体は醤を入れる甕に首を突っ込んで抜けなくなった犬だっ
たという，笑い話になるのだが，乙巳士禍による死屍累々たるソウルの凄
惨なありさまを，これでうかがうことができよう。しかし，この凄惨な士
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禍が朝鮮史にプラスに働いた面もある。血で血を洗うような中央政界の暗
闘に嫌気がさし，ソウルを去って地方で学問と教育に専念するような儒士
たちも出てきて，朝鮮の朱子学は飛躍を遂げることになる。チャングムの
夫であるミン・ジョンホもこの乙巳士禍の後の宮廷で出世する道は選ばず，
村の書院での教育に当たることになるのだが，朝鮮朱子学の巨星である李
退渓もそうした人々の一人であった｡『於干野譚』23話には，また次のよ
うな人のエピソードを載せる。
河西先生・金麟厚は湖南の人である。十八，九歳のとき，ソウルに出た。
ちょうど七夕で，成均館ではソンビたちを試験した。容斎・李が大提学
で,「七夕」を題にして賦を作らせたが，河西は二上の点をとって，首席
だった。容斎はこれを不審に思った。その人となりと賦とを見ると珠玉と
いってよい。しかし，実際には田舎のぽっと出の人間で，しかも若輩者で
ある。このように立派な詩文を作れるはずはなく，他の人間の手を借りた
のではないかと，疑いを抱いた。そこで，彼を成均館にとどめ，さらに七
つの題を与えて，彼を試験してみた。そこで作った「塩賦」と「盈虚賦」
は今に至るまで，わが国の人々が口ずさむ傑作である。
河西は朝廷に出仕して，高官を歴任したが，奸悪なる輩が権勢をほしい
ままにするのを嫌い，官職を棄てて，故郷に帰った。国家が弘文館校理の
職でもってふたたび招聘したところ，それに応じて，上京することにした。
大の酒好きであったから，何石もの酒を積んで出かけた。道中，村の酒舗
などで美しい花や竹を見かけると，馬を下りて盃を取った。こうして，わ
ずか数日の行程に数十日をかけた。酒がことごとく尽きると，病を称して
上京をとりやめ，遂に，終生，出仕しなかった。
金麟厚の略歴を拾ってみると,「字は厚之，1510年生まれで，1540年，
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別試文科に丙科で及第して，承文院正字に登用された。1545年，乙巳士禍
が起こった後には病を理由に出仕せず，故郷の長城にもどって性理学の研
究に励んだ」とある。野譚では，彼の酒好きと風流振りが語られ，ソウル
に上るのをやめたのは酒が尽きたからとでも取れそうな書きぶりである。
しかし，これもまた，乙巳士禍の後の状況に嫌気がさして，官途を断念，
故郷で学問を深めたということなのである。
．文定王后ははたして驪姫なのか
この士禍によって明宗の外戚である小尹が勝利を収めたのだが，小尹も
一枚岩ではなかったらしい。明宗の外舅である尹元老・元衡兄弟の間での
権力争いが生じる。元衡が兄の失脚を画策して，宮廷を追い，ついには死
にいたらしめるのである｡『明宗実録』元年丙午（1546）二月に，元衡に
背後であやつられたらしい尹春年の上疏文が載せられている。
臣伏シテ見ルニ，殿下ハ中宗ノ子，仁宗ノ弟タルヲ以テ，入リテ大統ヲ承
グ。而ルニ，尹任等，嫡ヲ廃シテ庶ヲ立テントシ，戴ヲ覆シテ容レズ。人々
トモニ誅ス。而シテ囂々ノ議，尚，不快ナルモノ有リ。其レ，一国ノ人心
ヲ以テ，尚，大王大妃，仁宗ヲ廃セントセシ事ヲ疑フ。常人ノ情，父母ヲ
凌辱スル人ヲ見レバ，即チ，思フニ之ニ報ゼントスル所以ナリ。況ヤ，大
王大妃，万世驪姫ノ名ヲ蒙ル。獨リ尹任ノ之ヲ構フルニアラズ，實ニ乃チ
尹元老ガ之ヲ成スナリ。臣，伏シテ見ルニ，衛将・尹元老ハ，性ヲ賦サル
ルニ奸邪，気ヲ受クルニ貪濁，加フルニ残忍ノ質ヲ以テシ，済ルニ驕縦ノ
態ヲ以テス。・・・
兄の尹元老を追い落とすために，元衡が尹春年に書かせたもので，中身
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がどれだけ真実なのかは判断のしようがないが，ともあれ，仁宗が亡くな
り，慶原大君が王位を継いで明宗となるにあたっては，大尹，すなわち尹
任一派による鳳城君推戴などの動きがあった。明宗がめでたく即位し，大
尹は粛清されたが，いまだに不快な噂が行きかっていると，春年はいう。
つまり文定大妃が，仁宗を「廃そう」としたと，人々が疑っている。ここ
の「廃」の意味は，文脈から言えば，殺害の意味である。普通の人間の気
持ちとして，父母を凌辱されるようなことがあったら，それに仕返ししよ
うとするものである。まして今や，大妃は太子の申生を殺害した驪姫の名
前を永遠にこうむるのである。この噂は，しかし，ただ尹任が謀って流し
たのではなく，実は尹元老が噂を流した張本人である。尹元老という人物
はまことに奸悪，貪欲，残忍，そして驕慢な人物であると，春年は上疏す
る。元老はこの上疏をきっかけにして，流罪になり，そこで殺害されるに
至る。弟元衡との争いに兄の元老が敗れたことになるが，そこに二人の姉
妹である文定大妃も絡んでくる。大妃は元衡側だということになるが，こ
こで重要なのは，大妃が中国春秋時代の驪姫にたとえられていることであ
る。驪姫とは何者なのか。
驪姫は驪戎の娘，晋の献公は驪戎を滅ぼして，その娘の驪姫を夫人とし
て奚齊をもうけ，その付き添いの妹に卓子を生ませた。驪姫は息子の奚齊
を立てるために，献公の息子たちを国境に追い，太子の申生を死に追いや
った。しかし，献公が死ぬに及んで，里克のために奚齊・卓子は殺され，
驪姫もまた鞭打たれて死んだ。
申生を死に追いやるために，驪姫は申生が父の献公に献じる酒肉に毒を
混ぜた。それを犬に食べさせたところ，犬は死に，宦官に食べさせたとこ
ろ，宦官も死んだ。驪姫は献公に，太子の申生がこのようなことを企んだ
のは，自分と奚齊が献公の寵愛を受けているせいで，自分たちを追放する
か，死なせてほしいと懇願する。申生は驪姫の奸邪は知悉しながらも，驪
国際文化論集 №34
― ―74
姫なくしてはなんら楽しみもなく，食事も喉を通らない父の献公を慮って，
自らが出奔し，自殺するのである。
以上が『春秋左氏伝』および『史記』に見える記事であるが，この驪姫
－申生の関係が文定大妃－仁宗の関係をたとえるのに引用されている。と
いうことは，文定大妃はわが子の慶原大君を王位に即けるために章敬王后
の息子である仁宗を死に追いやったということを意味しよう。さらには，
毒薬の使用もここでは示唆されているといえよう。驪姫が用いたのは申生
を陥れるためであったが，文定大妃は仁宗に毒も盛ったのではないか，そ
んな噂が尹任あるいは尹元老側から流されたということを，尹春年は主張
していることになる。
．むすび―恨（ハン）を晴らす
過酷な乙巳士禍があって，粛清を受けた人々がいる。小尹，すなわち尹
元衡－文定王后一派に対して晴らされることのない恨みを抱く人々がいた
のも当然であろう｡「敵討ち」は日本では制度化されるが，心情としては
どの国，どの民族にも存在しよう。ただ，この場合は宮廷を舞台にした政
争であって，しかも凄惨さを増すのは，復讐劇の種を絶つために「一族」
どころか,「三族」が処罰されることである。一気に政治的なクーデタを
起こすのではなくては，華々しい「敵討ち」は無理であり，密かに呪詛が
行われることになる。一つのエピソードをふたたび『於干野譚』から拾っ
てみる。第36話である。
柳仁淑は反逆に関わったかどで，無実であるにもかかわらず，死刑にな
った。その奴婢は取り上げられて，その獄の功臣の家に賜った。当時，鄭
順朋の功績がもっとも高いとされていたから，仁淑の家の奴婢たちの多く
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が賜牌として彼のものになった。初めて柳家からやって来て，悲しくて泣
きじゃくらない婢などいなかったが，中に一人，姿かたちの美しい婢がい
て，晴れ晴れとした顔つきをして，少しも悲しむ様子がない。他の婢たち
を叱責して，
「私たちがかつてのご主人を失ったのも，天がそう定めたこと。それを
今さらどうすることができましょう。それに，どなたが私たちの主人であ
ってならないだろう。仕えるべきところに安んじて仕えるべきでしょう。
新しい家もかつての家も，どんな違いがあるものですか」
こうして，この婢は新しい主人に仕えるのに，誠を尽くしたから，順朋
もこれを信頼しきって側近くにおき，左右から決して離そうとはしなかっ
た。年を重ねても，鞭で罰されるような失敗は一度として冒さなかった。
ある日，順朋は夢を見て，その中で鬼が出て来て，顔と頭とを圧しつけ
てくる。大声を上げて，ようやく夢から覚めたが，それから後というもの，
そういうことが度重なって，遂には病にかかり，起き上がれなくなってし
まった。思い余って，夫人がムーダンに尋ねたところ，ムーダンは枕の中
に妖鬼が棲んでいるといった。そこで，その枕を切り開いてみたところ，
はたして頭蓋骨の一片が入っているではないか。鄭の家では婢たちを疑っ
て，問い質そうとしたところ，例の婢がまだ鞭で打たれもしないのに，自
首して出て，いった。
「私のもとの主人は何の罪もないのに，この家の老いぼれに陥れられて
殺されなさった。私はうわべでは新しい主人に従うふりをしていても，そ
の実，腸が煮えくり返るような思いを抱いて，歳月を過ごしたのであった。
それで，側近くに仕える役人と私通までして，事を図ったが，この役人は
恐れて震えだす始末。仕方なく，この私はあえて媚びを売ったのだ。側近
く仕えるようになって，けっして命じられることにはそむかず，密かに死
人の頭蓋骨を探してきて，これを枕の中に入れたのだ。今はもうもとの主
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人の敵は討った。死んだとしても，何の恨みがあろうか。早く殺すがいい」
鄭家の子弟たちは，この婢を主人の殯の側で撲殺した。その事実は長く
隠匿して，決して世間には洩らさなかったから，当世の人でこれを知って
いる者はいなかった。順朋の末子の鄭が七十歳を越えて死んだが，その
臨終の際に，告白したのである。
「わが家には深く忌むことがあって，口外すべきことではないのだが，
平生，かくかくしかじかの婢の義烈ぶりを称えていたのだった。私ももう
死ぬことになったから，始めてこの話を打ち明けるのだ」
嗚呼，柳氏の婢の義烈ぶりは，たとえ予譲であったとしても，これほど
見事であったろうか。一人で恨みを抱き続けて，妖鬼でもって恨みを晴ら
したのであった。
順朋の二人の息子のはともに抜きん出た才幹をもっていたにもかか
わらず，当時の世で出世しようという意志をもつこともなく，ともに道教
や仏教の徒らと交わって，自己を韜晦したまま一生を終えたのであった。
これもまた父親が士林を弾圧した際の首魁であったせいではなかろうか。
たとえ孝行心がどのように大きくとも，父親の罪を洗い流すことまではで
きない。深く恥じ，憂憤を抱えながら，没落の道を選んだのではなかった
か。これもまた寂しい限りである。
鄭順朋は1548年に熱病にかかって死んだらしい。呪詛が有効だと信じら
れていた社会では呪詛を行った婢も立派な殺人者であろう。その婢の名前
は甲伊と伝わっている。乙巳士禍の後にはいたるところで呪詛が行きかっ
ていたものと思われる。生きた者の呪いもあれば，死して幽鬼となった者
たちの祟りもあったろう。そうした状況の中で考えるとき，知恩院の「観
世音菩薩32応身図」は二重三重の意味合いをもってくる。もちろん，亡く
なった仁宗の冥福を祈り，どうか浄土に永世を得てほしいという祈願も，
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ことのほかに篤いものであったろう。中央に描かれる観世音菩薩は浄界に
遊ぶ仁宗その人であると考えられる。しかしまた，まだ生きていて迫害を
受けている大尹の人々にとって，ただ名を称えるだけで，降りかかるどの
ような苦難からも救済してくれるという観音菩薩の効能がどれほど貴重な
ものと思われたか，想像に難くない。制作するのが「観世音菩薩32応身図」
でなければならなかった理由もよく理解できる。刀剣からも，水難からも，
火難からも守ってもらえるのである。そして，最後に「呪詛ト諸ノ毒薬ニ
身ヲ害ハレントスレバ還リテ本人ニ著キナン」などといった言葉には効力
が宿ると考えるべきであり，おろそかに考えていいものではあるまい。知
恩院所蔵の「観世音菩薩32応身図」は，仁宗が呪詛や毒薬によって亡くな
ったことを後の世に明かしている。どうやら，チャングム以外に毒殺を実
行した医女がいるようである。しかしまた，仁宗を殺した毒と呪詛は今や
権勢を誇る小尹および文定大妃に還っていって禍を起こせと，祈っている
ことになるのではないであろうか。
国際文化論集 №34
― ―78
